
県
本
部
は
２
月

10日
午
後
、

「
２
０
２
４
中
央
委
員
会
」

を
開
催
し

19単
組

42人
が
参

加
。
執
行
部
が
、
①

23秋
季

年
末
闘
争
の
経
過
・
到
達
・

教
訓
・
課
題
、
②
中
間
決
算
、

③

24春
闘
～
夏
季
の
要
求
実

現
・
組
織
強
化
拡
大
の
と
り

く
み
、
④
県
本
部
書
記
局
規

程
の
改
定
を
報
告
・
提
案
。

討
論
で
は

14人
が
発
言
し
、

す
べ
て
の
報
告
・
議
案
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

■
発
言
骨
子
（
抜
粋
）

【
青
年
部
】
７
月
定
期
大
会
、

９
月
交
流
企
画
ド
キ
ジ
ャ
ム
、

11月
県
自
治
研
青
年
講
座
を

開
催
し
交
流
。
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
で
も
交
流
企
画
を
計
画
中
。

【
今
治
】
年
度
末
要
求
交
渉
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
勤
怠
管

理
、
会
計
年
度
職
員
の
４
月

遡
及
・
一
時
金
な
ど
要
求
。

安
全
衛
生
委
員
会
を
毎
月
開

催
し
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修
や

全
職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
し

て
い
る
。
【
内
子
】
初
任
給

改
善
と
在
職
者
調
整
を
勝
ち

取
る
。
若
手
職
員
の
休
職
・

退
職
が
続
き
、
管
理
職
も
休

職
の
事
態
に
な
り
、
組
合
で

状
況
聞
き
取
り
要
求
し
、
衛

生
委
員
会
の
定
期
開
催
な
ど

を
実
現
さ
せ
た
。
【
新
居
浜

文
体
】
Ｒ
６
年
度
指
定
管
理

受
託
、
職
員
３
人
削
減
の
提

案
あ
り
。
非
正
規
全
国
集
会

で
全
国
で
４
月
遡
及
６
割
の

回
答
、
民
間
委
託
で
非
常
時

対
応
で
き
る
の
か
な
ど
話
題

に
。
ほ
こ
イ
カ
署
名
の
推
進

を
。
【
西
予
】
係
長
試
験
合

格
者
来
年
度
か
ら
２
号
ア
ッ

プ
、
職
員
の
日
直
廃
止
、
保

育
士
意
見
書
採
択
な
ど
前
進
。

市
立
病
院
・
介
護
施
設
の
指

定
管
理
者
制
度
導
入
に
反
対

し
地
域
医
療
守
ろ
う
と
チ
カ

ラ
あ
わ
せ
て
と
り
く
む
。

【
新
居
浜
】

11月
市
長
交
渉
、

定
数
よ
り

70人
少
な
く
増
員

を
要
求
。
給
与
改
定
・
夏
季

休
暇
な
ど
も
要
求
、
１
月
休

暇
制
度
学
習
会
も
実
施
。
組

合
旅
行
や
い
ち
ご
狩
り
な
ど

交
流
企
画
も
行
う
。
【
西
条
】

組
合
事
務
所
移
転
問
題
で
当

局
か
ら
良
い
提
示
が
な
い
。

職
員
の
災
害
派
遣
で
防
寒
具

購
入
の
個
人
負
担
な
ど
理
不

尽
な
状
況
も
あ
り
組
合
要
求

で
一
部
改
善
も
継
続
派
遣
に

も
課
題
が
残
る
状
況
。
４
ぶ

り
青
年
部
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

に
若
手
な
ど
１
０
０
人
参
加
。

組
合
の
勢
い
を
つ
け
仲
間
と

の
交
流
も
進
め
た
い
。
【
宇

和
島
】
交
流
会
・
学
習
会
を

再
開
。
昨
年
度
・
今
年
度
組

合
員
の
新
採
歓
迎
会
も
実
施
。

20～

30代
の
退
職
が
出
て
お

り
働
き
続
け
ら
れ
る
要
求
活

動
と
加
入
拡
大
に
も
と
り
く

み
た
い
。
【
東
温
】
「
人
生

い
ろ
い
ろ
」
休
暇
と
権
利
の

資
料
作
成
し
改
善
求
め
て
い

る
。
定
年
延
長
へ
交
渉
し
て

い
き
た
い
。
【
今
治
水
道
】

交
渉
で
高
卒
初
級
採
用
な
ど

技
術
職
確
保
と
人
材
育
成
を

要
求
。
こ
こ

10年
で
土
木
職

20人
減
、
災
害
時
に
水
道
は

重
要
で
、
職
員
不
足
は
致
命

的
で
あ
り
緊
急
時
も
見
据
え

た
人
員
配
置
な
ど
を
求
め
て

い
く
。
【
宇
和
島
病
院
】
初

任
給
改
善
・
在
職
者
調
整
を

ず
っ
と
要
求
し
て
い
く
。
定

年
前
・
若
年
者
の
退
職
が
多

く
な
っ
て
お
り
、
人
材
獲
得

へ
初
任
給
改
善
は
必
要
。
３

月
に
退
職
者
送
別
会
も
予
定
。

【
自
治
研
推
進
委
】
今
年
の

県
自
治
研
集
会
・
東
予
開
催

の
早
期
相
談
を
。
自
治
体
問

題
研
究
所
へ
の
会
員
加
入
を
。

定
年
引
上
げ
対
象
者
の
処
遇

の
全
県
調
査
実
施
を
。
【
共

済
議
員
団
】
会
計
年
度
任
用

職
員
が
加
入
し
共
済
組
合
員

が
４
割
増
、
会
計
年
度
任
用

職
員
の
組
合
加
入
・
処
遇
改

善
に
も
力
を
。
医
療
費
の
共

済
負
担
が
約
１
億
円
増
加
し

て
い
る
。
【
労
安
対
策
委
】

午
前
中
に
労
安
学
習
会
を
開

催
。
職
場
の
安
全
衛
生
委
員

会
は
安
全
安
心
な
職
場
活
動

に
寄
与
す
る
も
の
。
毎
月
開

催
へ
頻
度
の
改
善
を
。

２
月

13～

21日
に
か
け
て

「
県
本
部

24春
闘
統
一
要
求

書
」
を
県
内
単
組
へ
提
出
し

懇
談
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

（
以
下
要
約
・
文
責
県
本
部
）

【
Ａ
市
】
初
任
給
は
国
よ
り

改
善
し
て
い
る
が
、
今
後
は

未
定
。
定
年
延
長
希
望
者
が

対
象
者
の
８
割
程
度
。
今
年

度
は
通
常
よ
り
も
多
い
人
数

を
新
規
採
用
し
た
。
災
害
応

急
作
業
等
手
当
は
西
日
本
豪

雨
災
害
時
か
ら
想
定
し
２
０

２
０
年
に
条
例
化
。
総
務
省

通
知
を
受
け
て
今
回
の
派
遣

か
ら
出
し
て
い
る
。
【
Ｂ
水

道
】
初
任
給
は
民
間
の
上
げ

幅
が
大
き
い
。
人
材
獲
得
へ

何
か
手
立
て
が
必
要
。
今
は

資
格
保
有
へ
の
手
当
が
ゼ
ロ
、

技
術
職
に
手
当
が
必
要
で
は

な
い
か
。

24年
問
題
は
公
務

に
も
影
響
が
あ
り
、
手
間
や

実
務
が
増
え
て
く
る
と
思
う
。

現
場
で
教
え
ら
れ
る
人
が
い

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
技

術
を
引
き
継
げ
る
職
場
や
環

境
と
は
何
か
を
考
え
、
異
動

の
な
い
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の

育
成
な
ど
も
。
【
Ｃ
市
】
給

与
は
国
準
拠
で
あ
り
、
そ
の

方
向
は
変
わ
ら
な
い
。
今
年

度
、
時
間
外
勤
務
は
把
握
し

対
前
年
同
月
比
で
す
べ
て
の

月
で
マ
イ
ナ
ス
（
管
理
職
含

む
）
と
減
っ
て
き
て
い
る
。

年
度
単
位
で
育
児
休
業
を
取

る
場
合
は
正
規
職
員
を
配
置
。

定
年
延
長
希
望
は
５
割
弱
で

退
職
希
望
が
多
い
よ
う
だ
。

《
組
合
》
保
育
士
配
置
基
準

改
正
が
決
ま
り
、
正
規
や
フ

ル
タ
イ
ム
保
育
士
が
少
な
く
、

パ
ー
ト
で
補
完
と
聞
く
が
計

画
的
な
採
用
を
。
【
Ｄ
市
】

技
術
職
員
は
昨
年
に
考
え
方

を
変
え
、
初
級
採
用
と
し
た
。

高
校
で
は
４
月
に
概
ね
就
職

が
決
ま
る
方
向
と
聞
き
、
反

応
が
あ
る
と
思
う
。
高
卒
を

育
て
て
い
く
方
向
に
し
て
、

ゼ
ロ
を
追
い
か
け
る
つ
も
り

は
な
い
、
種
を
ま
か
な
い
と

花
は
咲
か
な
い
。
や
る
気
と

思
い
の
あ
る
子
を
採
用
し
た

い
。
年
度
途
中
採
用
も
行
い

採
用
数
は
増
や
し
て
い
る
。

ベ
テ
ラ
ン
の
土
木
職
、
元
部

長
に
教
え
て
も
ら
う
こ
と
で

お
願
い
は
し
て
い
る
。
定
年

延
長
希
望
は
、
短
時
間
１
割
、

退
職
１
割
、
そ
れ
以
外
が
定

年
延
長
希
望
。
【
Ｅ
水
道
】

水
道
と
し
て
幅
広
く
募
集
し
、

技
術
職
が
入
ら
な
い
中
で
育

て
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は

な
い
。
も
ち
ろ
ん
必
要
資
格

は
学
歴
問
わ
ず
と
ら
な
い
と

い
け
な
い
が
、
経
験
を
積
む

な
ら
高
卒
大
卒
問
わ
な
い
。

専
門
的
で
経
験
が
必
要
な
職

場
な
の
で
定
年
延
長
者
は
受

け
入
れ
や
す
い
。
《
組
合
》

36協
定
事
業
所
と
し
て
明
確

な
ル
ー
ル
で
対
応
を
。
【
Ｆ

市
】
労
働
時
間
の
客
観
的
把

握
管
理
の
方
法
は
検
討
中
。

他
市
の
状
況
も
見
な
が
ら
前

向
き
に
考
え
て
い
る
。
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
先
日
一

般
職
・
管
理
職
と
別
々
に
研

修
実
施
。
安
全
衛
生
委
員
会

の
月
１
回
開
催
は
難
し
い
状

況
。
定
年
延
長
は

11人
中

10

人
が
希
望
。
定
年
延
長
者
で

は
例
え
ば
部
長
は
係
長
に
。

希
望
に
沿
っ
て
検
討
す
る
が

配
属
経
験
に
応
じ
て
の
配
置

も
あ
る
。
新
規
採
用
は

45人

程
度
。
会
計
年
度
職
員
は
４

月
か
ら
給
料
表
の
見
直
し
、

期
末
手
当
を
フ
ル
タ
イ
ム
と

パ
ー
ト
タ
イ
ム
に
も
支
給
。

勤
勉
手
当
は
フ
ル
タ
イ
ム
の

み
正
規
と
同
率
で
支
給
予
定
。

な
ど
。

◎
災
害
支
援
派
遣
職
員
・
職

場
状
況
把
握
し
、
必
要
事
項

要
求
と
改
善
の
と
り
く
み
を

「
能
登
半
島
地
震
」
の
被

災
地
支
援
に
各
市
町
か
ら
職

員
が
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。

長
期
的
な
復
旧
・
復
興
支
援

が
継
続
し
て
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
今
後
は
技
術
職
員
の

災
害
復
旧
派
遣
も
想
定
さ
れ

ま
す
。
日
常
状
態
に
な
い
地

に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
「
安

全
」
と
「
心
身
の
健
康
の
確

保
」
な
ど
、
長
期
的
支
援
を

可
能
と
す
る
た
め
の
措
置
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
人
員

削
減
な
ど
に
よ
り
「
限
界
職

場
」
状
態
と
な
っ
て
い
る
各

自
治
体
か
ら
職
員
派
遣
さ
れ

る
こ
と
で
、
派
遣
元
職
場
の

業
務
に
も
影
響
を
お
よ
ぼ
す

事
態
と
も
な
っ
て
お
り
、
人

事
当
局
へ
人
員
補
充
や
災
害

応
急
作
業
等
手
当
支
給
な
ど

に
つ
い
て
も
、
申
し
入
れ
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（１） 第５６５号

自 治 労 連 愛 媛 ２０２４年 ２月２５日

第 ５６５ 号

日 程

【２月】

24 自治体保育労働者の全国

集会in静岡（～25）

29 よりよい保育を「2.29政

府・国会要請行動」（東京）

【３月】

１ 全労連四国地区協議会・

四国総行動（高松）

２ 本部都市職・町村職部会

全国交流集会（愛知～３）

６ 医療三単産「国会議員要

請行動」（東京）

７ 春闘中央行動・四国ブロッ

ク総務省要請（東京）

８ 自治労連全国代表者会議

国際女性デー

９ 県本部拡大執行委員会

10 東予ブロック春闘決起集

会（新居浜）

11 福島原発事故13年目集会・

デモ（坊ちゃん広場）

13 集中回答日

14 全国統一行動・自治労連

統一行動日

16 反核へんろ愛媛コース

（松山）

26 県公務員共闘会議県要請



四
国
中
央
市
職
労
は
２
月

17日
、
鳥
取
県
『
大
山
ホ
ワ

イ
ト
リ
ゾ
ー
ト
』
で
「
ス
キ
ー

ス
ノ
ボ
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、

15人
が
参
加
。
貸
切
バ
ス
で

大
山
に
到
着
す
る
と
、
快
晴

で
雪
質
も
よ
く
、
絶
好
の
ス

キ
ー
ス
ノ
ボ
日
和
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
暖
冬
の
影
響

も
あ
り
、
例
年
よ
り
雪
は
少

な
め
で
し
た
が
、
１
日
楽
し

く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
け
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
「
接
点
の
少
な
い

職
員
が
交
流
す
る
よ
い
機
会

と
な
り
ま
し
た
」
「
参
加
し

て
よ
か
っ
た
で
す
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後

も
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
学
習
会

等
を
通
し
て
、
職
場
を
越
え

た
組
合
員
相
互
の
交
流
の
場

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

西
予
市
職
労
青
年
部
は
２

月
２
日
「
給
与
勧
告
制
度
に

関
す
る
学
習
会
＆
新
年
会
」

を
開
催
し

22人
が
参
加
。
学

習
会
で
は
、
市
職
労
役
員
が

講
師
と
な
り
給
与
制
度
を
解

説
。
「
給
与
勧
告
制
度
の
基

本
的
な
考
え
方
」
や
西
予
市

は
「
県
準
拠
」
で
あ
る
こ
と

な
ど
を
説
明
。
ま
た
昨
年

10

月
の
県
人
勧
で
の
月
例
給
・

一
時
金
と
も
に
引
上
げ
勧
告

に
よ
り
、

12月
末
「
差
額
支

給
」
と
な
っ
た
経
緯
も
解
説
、

参
加
者
が
「
差
額
支
給
の
内

容
」
も
理
解
し
ま
し
た
。
講

師
よ
り
「
当
局
に
対
し
て
の

要
求
活
動
で
支
給
さ
れ
た
も

の
」
と
伝
え
、
組
合
活
動
と

要
求
の
重
要
性
も
学
習
。
改

定
で
西
予
市
の
行
政
職
大
卒

初
任
給
が
初
め
て

20万
円
超

と
報
告
さ
れ
、
参
加
者
の
関

心
を
集
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

西
予
市
の
昇
格
基
準
は
他
の

県
内
自
治
体
と
比
較
し
１
級

の
在
級
年
数
が
長
く
逆
転
さ

れ
る
な
ど
《
西
予
市
の
課
題
》

も
学
習
し
ま
し
た
。
学
習
会

の
後
、
交
流
の
時
間
と
な
り
、

青
年
部
ら
し
い
新
年
会
で
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
婦
人
部
は

１
月

20・

21日
、
西
条
市
の

『
ひ
の
い
ち
ご
園
』
に
て
婦

人
部
い
ち
ご
狩
り
を
開
催
。

２
日
間
で
大
人

82人
・
子
ど

も

45人
の
合
計
１
２
７
人
と

た
く
さ
ん
の
方
が
参
加
し
、

４
年
ぶ
り
に
み
ん
な
で
交
流

し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

「
我
が
家
で
は
、
い
ち
ご
狩

り
は
毎
年
楽
し
み
の
行
事
で

す
」
「
４
年
ぶ
り
交
流
開
催

の
い
ち
ご
狩
り
。
普
段
顔
を

合
わ
せ
な
い
人
と
話
が
で
き

た
り
、
家
族
の
話
題
が
で
き

た
り
…
や
っ
ぱ
り
個
別
で
行

く
よ
り
良
か
っ
た
で
す
」
と

感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

今
治
水
道
労
組
は
２
月

14

日
、
執
行
委
員
会
」
を
開
催

し
７
人
が
参
加
。
経
過
報
告

で
は
、
今
治
市
労
連
の
年
度

末
要
求
交
渉
の
状
況
を
報
告
。

「
今
年
度
採
用
試
験
で
土
木

職
１
人
し
か
確
保
で
き
ず
、

人
事
課
長
が
『
必
要
な
人
材

確
保
の
た
め
の
検
討
を
し
て

お
り
、
初
級
採
用
は
選
択
肢

の
ひ
と
つ
』
と
発
言
し
、
認

識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と

感
じ
た
」
と
報
告
し
、
「
土

木
職
初
級
採
用
を
人
員
確
保

の
方
策
の
一
つ
と
し
て
要
求

す
る
。
処
遇
や
職
場
環
境
も

必
要
」
な
ど
意
見
交
換
。
ま

た
、
水
道
職
場
の
定
年
延
長

初
年
度
該
当
者
に
４
月
に
意

見
を
聞
く
こ
と
を
確
認
。
能

登
半
島
地
震
で
２
月
中
に
水

道
か
ら
漏
水
調
査
と
可
能
な

水
道
管
修
理
に
派
遣
な
ど
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

県
本
部
は
２
月

10日
午
前

「
労
働
安
全
衛
生
・
職
業
病

対
策
委
員
会
」
と
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
学
習
会
」
を
開
催
し

13単
組

19人
が
参
加
。
委
員

会
で
は
、
県
内
市
町
の
「
Ｒ

４
年
度
職
員
の
健
康
状
況
調

査
結
果
」
を
公
表
。
学
習
会

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ

塾
の
中
原
未
知
生
さ
ん
か
ら

「
パ
ワ
ハ
ラ
の
定
義
」
「
企

業
・
事
業
者
の
義
務
」
「
パ

ワ
ハ
ラ
防
止
対
策
・
や
っ
て

は
ダ
メ
な
こ
と
」
「
パ
ワ
ハ

ラ
と
言
わ
れ
な
い
部
下
指
導

の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
、
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
質
疑
応
答
を

行
い
ま
し
た
。
①
指
導
と
パ

ワ
ハ
ラ
の
違
い
「
育
成
、
改

善
、
目
的
、
配
慮
」
の
意
識

が
あ
る
か
、
●
個
人
的
感
情

を
優
先
す
る
、
●
第
３
者
が

見
て
叱
責
理
由
が
理
解
で
き

な
い
は
パ
ワ
ハ
ラ
。
②
現
在

は
、
多
様
性
が
求
め
ら
れ
る

「
自
分
の
意
見
が
正
し
い
と

限
ら
な
い
」
と
思
う
こ
と
が

大
事
。
③
相
談
者
対
応
時
の

心
が
け
な
ど
、
具
体
的
ア
ド

バ
イ
ス
も
受
け
ま
し
た
。

１
月

27

日
、
愛
媛
労
連

「
中
央
委
員
会
」
に
中
央
委

員
・
執
行
部
な
ど

45人
（
自

治
労
連

11単
組

14人
）
が
参

加
し
《

24春
闘
方
針
》
を
決

定
。
烏
谷
事
務
局
長
は
活
動

経
過
で
、
◎
コ
ー
プ
え
ひ
め

労
組
・
単
協
労
連
・
県
医
労

連
な
ど
民
間
労
組
の
要
求
活

動
で
の
奮
闘
、
◎
西
予
市
職

労
・
松
山
市
職
労
な
ど
公
務

労
組
の
地
域
を
守
る
取
り
組

み
、
◎
年
間
の
組
合
加
入
者

が
前
年
１
・
４
倍
な
ど
《
前

進
と
教
訓
》
を
報
告
。
方
針

提
案
で
は
《
重
点
要
求
》
①

大
幅
賃
上
げ
・
賃
金
底
上
げ
、

②
労
働
時
間
短
縮
・
人
員
増
、

③
公
共
の
役
割
を
取
り
戻
し

持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実

現
、
④
軍
拡
・
増
税
反
対
、

憲
法
改
悪
阻
止
を
提
起
。
討

論
で
は
、
自
治
労
連
県
本
部
、

西
予
市
職
労
な
ど
８
人
が
発

言
し
、
方
針
を
補
強
し
ま
し

た
。

■
積
雪
に
子
ど
も
た
ち
は
嬉

し
そ
う
で
し
た
が
、
私
は
通

勤
に
ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
し
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
大
雪
で
あ
っ
と
い
う
間
に

交
通
マ
ヒ
に
。
温
暖
地
方
の

盲
点
を
感
じ
ま
し
た
。

（
新
居
浜
・
鈴
木
）

■
先
日
、
新
居
浜
も
雪
が
降

り
ま
し
た
。
職
場
の
花
壇
の

パ
ン
ジ
ー
が
雪
の
中
、
花
を

葉
っ
ぱ
の
中
に
隠
す
よ
う
に

寒
さ
を
し
の
ん
で
い
る
よ
う

に
見
え
ま
し
た
。
そ
の
姿
を

見
て
、
私
も
頑
張
ら
な
く
て

は
と
思
い
ま
し
た
。

（
新
居
浜
社
協
・
久
保
田
）

■
年
始
で
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
の
遠
出
に
ウ

キ
ウ
キ
し
す
ぎ
て
寝
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
心
は
い
つ
ま
で

も
子
ど
も
の
ま
ま
で
す
。

（
新
居
浜
・
小
野
）

■
先
日

11年
飼
っ
て
た
愛
犬

が
な
く
な
り
残
念
な
気
持
ち

が
ま
だ
ぬ
け
ま
せ
ん
。

（
宇
和
島
・
岡
崎
）

■
公
民
館
勤
務
に
な
り
、
本

庁
の
様
子
が
わ
か
り
に
く
く

な
り
ま
し
た
。
組
合
活
動
も

頑
張
っ
て
く
れ
て
る
か
な
あ
。

（
宇
和
島
・
柳
川
）

■
毎
年
節
分
の
日
、
豆
ま
き

を
し
ま
す
。
子
ど
も
が
大
き

く
な
り
、
私
１
人
で
す
る
よ

う
に
な
っ
て
小
声
で
。
豆
を

食
べ
る
数
は
増
え
て
ま
す
。

（
新
居
浜
・
西
原
）

■
日
々
、
子
ど
も
の
成
長
速

度
と
肌
の
代
謝
の
速
さ
に
驚

い
て
い
ま
す
。

（
新
居
浜
・
三
宅
）

■
い
つ
も
各
組
合
の
活
発
な

活
動
内
容
読
ま
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
内
容
に
い
つ
も
感

心
し
て
お
り
ま
す
。

（
西
条
・
永
井
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５６５号

２０２４年 ２月２５日

■
５
６
３
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ゴ
ン
ゴ
ド
ウ
ダ
ン
」

（
言
語
道
断
）
で
し
た
。
正

解
は

10通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

小
谷
晋
司
（
西

予
）

黒
川
夏
実
（
新
居
浜
）

小
林
弘
樹
（
津
島
吉
田
）

小
野
珠
李
亜
（
新
居
浜
）

藤
渕
洋
士
（
西

予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
３
月

27日
【
発

表
】
５
６
７
号
（
４
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①f(x)=ax

2

+bx+cが一般形

④力をこめてつくった作品

⑦退こうとする人をなだめ、思いとどま

らせること

⑧ある条件や状況を仮に設定する。

○○○○の範囲内

⑨野球は「ナイン」、サッカー・アメフトは？

【タテのカギ】

①ヒマワリの別名

②23年のパソコン出荷数が○○○○○○に

③酢飯に、生魚などの具を配した料理

⑤他の会計からその会計に資金が移される

こと。○○○○する

⑥商品を納入すること

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
８
文
字
で

地
球
の
外
こ
そ
仕
事
場
…
に
し
て
下
さ
い
。

お
た

よ
り

あ
り
が

と
う


